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2015 年 12 月 9，10 日に名古屋で観測された PM2.5 質量濃度の日内変動が大きい高濃度イベントに対して，PM2.5

自動測定機のテープろ紙を用いて 3 時間毎に 15 種類の有機トレーサー成分を測定した．一次粒子の有機トレーサ

ー成分（植物燃焼：レボグルコサンなど，プラスティック燃焼：テレフタル酸）は，PM2.5 質量濃度と同じく 9

日夜間および 10 日深夜に濃度が上昇した．一方，二次的に生成した有機トレーサー成分 (リンゴ酸など) の多く

は，一次粒子の有機トレーサー成分とは異なり，12 月 10 日のピークは見られるものの，9 日夜間には明確な濃度

ピークが見られなかった．また，PM2.5 質量濃度に対する各有機トレーサー成分の含有率について，一次粒子の有

機トレーサー成分の多くが PM2.5 質量濃度と類似の時間変化を示した．このため，観測期間の PM2.5 高濃度化には

一次粒子濃度の増加が寄与したと考えられる．これに対して，二次生成由来の有機トレーサー成分は，12 月 9 日

夜間にはその前後の期間に対し含有率が減少する傾向が見られ，10 日深夜はコハク酸と 3-ヒドロキシグルタル酸

のみ，他の期間より含有率が高い傾向にあった．このように，PM2.5 の高濃度化現象に対する有機物質の寄与は，

一次粒子と二次粒子とで大きく異なっていた．高時間分解能での有機トレーサー成分の解析は，時間変動の大き

い高濃度事例の要因を解析するために有用である．
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本研究では，夏，冬，春において，石英繊維ろ紙と PTFE ろ紙上に PM2.5 を並行捕集し，その有機物濃度を比

することで，石英繊維ろ紙に対する有機トレーサー成分のガス吸着の影響を考察した．その結果，各季節におけ

る二つのろ紙中のテレフタル酸，3-ヒドロキシグルタル酸，3-メチルブタン-1,2,3-トリカルボン酸，リンゴ酸，フ

タル酸濃度はよく一致していた．一方で，ピノン酸は，石英繊維ろ紙中の濃度が数十倍高かった．また，二つの

ろ紙における有機物濃度比の季節傾向は成分によって異なっていたが，成分間における濃度比と比べて小さかっ

た．2-メチルトレイトール，2-メチルエリスリトール，2,3-ジヒドロキシ-4-オキソペンタン酸など二次生成に関す

る有機トレーサー成分は，二次生成が活発であると考えられる夏において，石英繊維ろ紙の値が PTFE ろ紙より

も大きくなる傾向が見られ，ガス吸着の影響が大きいことが示唆された．石英繊維ろ紙と PTFE ろ紙の下に石英

繊維ろ紙を置いて二段にし，石英繊維ろ紙に対するガス状有機物の吸着について調べた．その結果，ピノン酸の

大部分は 24 時間捕集において粒子として捕集されず，石英繊維ろ紙にはガス吸着していることが示唆された．以

上のように，石英繊維ろ紙を用いた有機トレーサー成分測定において，ガス吸着の影響は季節により異なること，

またそれ以上に，成分間におけるガス吸着の影響の大きさが異なることが示唆された． 
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